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晴
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◇

参
加

者
；

沖
﨑

吉
信

、
濱

野
兼

吉
、

中
前

 
偉

。
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。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朝
８

時
過

ぎ
に

中
前

宅
に

寄
り

、
一

路
行

仙
へ

。
途

中
北

山
村

近
く

に
な

る
と

急
に

車
の

出
合

い
が

多
く

な
る

。
筏

下
り

や
ラ

フ
ィ

テ
ン

グ
が

ス
タ

ー

ト
し

年
間

で
一

番
の

賑
わ

う
季

節
で

あ
る

。
９

時
半

過
ぎ

か
ら

食
材

、
缶

ビ

ー
ル

１
箱

、
ガ

ソ
リ

ン
缶

５
ℓ

を
背

負
子

に
付

け
行

仙
宿

に
向

う
。

 

昨
晩

は
連

休
中

の
谷

間
と

な
り

小
屋

番
不

在
の

為
、

小
屋

内
も

静
か

で
あ

る
。

汲
み

置
き

の
水

が
少

な
い

。
昼

食
迄

の
間

に
３

人
で

登
山

口
の

水
場

に

水
汲

み
に

降
り

る
。

７
ℓ

ポ
リ

タ
ン

４
個

、
１

０
ℓ

ポ
リ

タ
ン

１
個

、
計

３

８
ℓ

採
取

し
て

戻
り

昼
食

。
 

持
経

宿
か

ら
の

登
山

客
( 安

保
さ

ん
) １

名
が

到
着

、
今

日
は

こ
こ

で
泊

る

と
の

こ
と

。
 

今
日

、
明

日
の

メ
イ

ン
作

業
は

、
塩

川
君

か
ら

指
摘

の
あ

っ
た

地
蔵

岳
の

鎖
が

一
ヶ

所
支

え
の

木
が

腐
り

危
険

で
あ

る
と

の
情

報
へ

の
対

応
と

川
島

代

表
か

ら
「

旧
逓

信
道

に
杉

の
木

が
一

本
倒

れ
こ

ん
で

い
る

の
で

除
去

頼
む

。

又
、

途
中

に
大

ハ
ン

マ
ー

置
い

て
い

る
の

で
回

収
し

て
き

て
く

れ
」

と
の

課

題
で

あ
っ

た
が

、
午

後
か

ら
地

蔵
岳

を
ピ

ス
ト

ン
は

無
理

な
の

で
、

チ
ェ

ン

ソ
ー

の
点

検
や

片
付

け
、

来
宿

舎
の

対
応

な
ど

で
過

ご
す

。
 

1
人

二
人

と
宿

泊
者

が
、

や
っ

て
来

る
。

本
日

の
メ

イ
ン

客
は

大
和

郡
山

市
の

堀
川

さ
ん

グ
ル

ー
プ

８
人

で
あ

る
が

、
先

着
者

に
聞

く
と

涅
槃

岳
近

く

で
追

い
越

し
た

。
持

経
宿

で
休

憩
中

で
あ

っ
た

。
な

か
に

は
あ

の
ペ

ー
ス

で

は
行

仙
宿

到
着

は
相

当
遅

く
な

る
。

又
、

行
仙

宿
迄

無
理

。
1

人
相

撲
取

り

み
た

い
な

良
く

太
っ

た
人

も
居

た
な

ど
の

話
で

不
安

が
よ

ぎ
る

。
 

１
６

時
半
頃
よ

り
よ

り
夕

食
の
準
備

に
と

り
か

か
る

。
 

管
理
棟

へ
宮
城
県

か
ら

の
匂
坂

( ざ
ぎ

さ
か

) 、
東
京

か
ら

の
山

口
君

の
二

人
を

加
え
五

人
で
焼
肉
パ

ー
テ

ィ
ー

。
山

口
君

か
ら

は
山
仲

間
か

ら
５

月
３

日
は

行
仙

宿
で
必
ず

山
菜
天
麩
羅
パ

ー
テ

ィ
ー

が
あ

る
こ

と
を

聞
き

、
そ

れ

を
楽

し
み

に
急

い
で

来
た

と
、

４
０
才

の
可
愛

い
い

良
く

し
ゃ
べ

る
児

で
あ

つ
た

。
 

宴
た

け
な

わ
の

１
８

時
半

過
ぎ

、
持

経
宿
・
床

の
間

下
の

小
さ

な
窓

か
ら

、

８
人

グ
ル

ー
プ

が
見

え
た

。
小

屋
に

行
き

対
応

。
朝

４
時

前
鬼

を
出

て
此
処

ま
で

１
４

時
間

を
要

し
、

相
当
お
疲

れ
の
様

子
で

あ
っ

た
。

 

応
対

中
、
予
約

の
あ

っ
た

大
阪

の
清

水
君

も
到

着
し

た
。
予
約

時
の

話
で

は
、

本
宮

か
ら

行
仙

宿
ま

で
行

く
。
走

り
屋

で
は

な
い

と
の

話
か

ら
、

二
日

間
の
コ

ー
ス

な
の

で
絶

対
無

理
と
忠
告

し
た

が
や

っ
て

来
た

。
 

夜
中

の
２

時
に

本
宮

を
出

て
１

８
時

間
か

か
っ

た
と

の
話

。
食
事

の
後
直

ぐ
寝
込

ん
だ

。
 

翌
日

聞
け
ば

、
こ

の
日

も
夜

中
１

時
半
頃

に
弥

山
迄

行
く

と
出

て
行

っ
た

ら
し

く
、
お
そ

ら
く

二
泊
三

日
で

大
峯
奥
駈

道
９

０
㎞

を
駆

け
抜

け
る
つ

も

り
ら

し
い

。
い

や
は

や
す

ご
い

の
も
お

る
。
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３
人

で
地

蔵
岳

へ
向

け
７

時
半

過
ぎ

に
出
発

し
た

。
 

奥
駈

道
分
岐

か
ら
葛

川
辻

出
合

迄
の

間
に

、
７

～
８
分

間
隔

で
１

か
ら

１

０
の

番
号
札

を
か

け
た

。
こ

の
番
号
札

は
、
捲

き
道

の
場

所
を
特
定

す
る

た

め
の
札

で
、
６

番
手

前
が
崩

れ
て

い
る

と
か

、
４

番
札

の
下

に
ハ

ン
マ

ー
を

置
い

て
来

た
と

か
、
札

の
有
効
利
用

を
願

い
た

い
。

 

途
中

、
代

表
の

倒
木
処

理
指
令

の
あ

っ
た

杉
が
横

た
わ

っ
て

い
る

。
こ

れ

は
処

理
し

に
く

い
、
帰

り
に

や
ろ

う
と

話
し

合
い

先
を

急
ぐ

。
 

地
蔵

岳
に

取
り
つ

き
、
米
沢

先
生

追
悼
標
板

の
近

く
と

聞
い

て
い

た
が

良

く
判

ら
ん

し
変

な
所

は
無

い
、
何
処

か
何
処
だ
ろ

う
と

鎖
場
終

点
近

く
迄

来
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て
し
ま

っ
た

。
玉
岡

さ
ん

が
気

に
し

て
い

た
梶

野
君
改
善

の
ハ

ー
ケ

ン
も

検

分
し

て
引

き
返

し
、

地
蔵

岳
の

地
蔵
様

に
手

を
合

わ
る

。
 

再
度

、
米
沢

先
生
標
板

の
上

を
入
念

に
見

た
。

ど
う

も
此
処

ら
し

い
、
梶

野
君

が
送

っ
て

く
れ

た
写
真

か
ら

も
間
違

い
な

い
。

 

支
点

の
古

木
は

一
部
剥

が
れ

て
い

る
が

、
心

材
が

し
っ

か
り

し
て

い
る

の

で
、

ど
こ

か
判

ら
な

か
っ

た
と
言

う
事

は
、

当
面

支
障

が
無

く
危

険
で

無
い

と
言

う
こ

と
だ

と
判
断

し
た

。
 

笠
捨

山
捲

き
道

( 旧
逓

信
道

) の
杉

の
倒

木
地

点
ま

で
戻

り
処

理
に

か
か

る
。
 

あ
あ

で
も

な
い

、
こ

う
し

た
ら

危
な

い
と

話
し

合
っ

て
、
根

っ
子

の
残

っ

た
部
分

を
切

り
落

と
す

こ
と

に
な

っ
た

。
持

参
の
玄
翁

で
抱

き
込

ん
で

い
る

石
を
落

し
、
根

を
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
切
断

し
た

ら
上
手

く
い

っ
た

。
３

０
分

近

く
か

か
っ

た
か

。
だ

が
根

の
切
断

中
に
石

が
あ

り
、

チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

の
切

れ

が
悪

く
な

り
、
次

回
使
用

時
に

は
刃

を
交
換

す
る
必
要

が
あ

る
。

 

１
２

時
半
頃

に
小

屋
に

戻
る

。
 

昼
食

後
、

本
日

の
小

屋
番

・
川

島
代

表
に

後
を
託

し
て

１
４

時
過

ぎ
に

下

山
し

た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
記
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崎
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